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議会改革- 

●嵐山町議会が議会改革
で、全国町村議長会より
特別表彰されたため、視
察が続いています。 

 
●議会がさらに行政に責任

をもつため、 
「地域福祉計画」 
「地域防災計画」 
「環境基本計画兼ストップ

温暖化計画」を 
議会審議の対象にする議

案、議会基本条例改正は、

政友会の議員に否決され

ました。 
 
●上記の 3 つの計画を議会

審議することは、議会も行

政計画に責任をもつこと

を意味します。その上で、

住民に責任説明をもち、嵐

山町をより開かれたものに

する目的です。残念です。 
 
●12 月議会で再度、議案提

案します。今度こそ採択！ 
 
議員名 会派  
森一人 政友会 × 
大野敏行 政友会 × 
佐久間孝光 政友会 × 
青柳賢治 政友会 × 
小林朝光 政友会 × 
畠山みゆき 政友会 × 
吉場道雄 政友会 × 
河井勝久 社民党 ○ 
川口浩史 共産党 ○ 
清水正之 共産党 ○ 
安藤欣男 政友会 × 
松本美子 政友会 × 
渋谷登美子  ○ 
長島邦夫 議長 ― 
 

―｢森の測定室・滑川｣にいってきましたー 

 

上映会 ｢シェーナウの想い｣  

チェルノブイリ事故後、ドイツの 

シェーナウ村では、原発ではなく 

自然エネルギーの市民発電所を 

つくりました。出来るまでの過程 

を紹介しています。 

トーク嵐山 NO13 

テーマ「嵐山町の税金」 

日時  １２月８日(土) １時３０分～３時３０分 
場所  嵐山町町立図書館多目的室 
講師  中西税務課長 

●福島原発事故の原発内部はどのようになっているのか誰もわかりませ

ん。核納容器を水につけ、爆発を防いでいるだけです。 

 

●私たちにできることは、爆発して飛び散った放射能の内部被ばくを避
けることです。 

内部被ばくは土埃や食べ物から放射性物質が身体に入り、体の中

で、短い距離で 1 日 24 時間放射線被ばくすることです。 

 

●ときがわ町は、食品の放射能測定器を購入し、町民も活用できます。 

嵐山町は、測定器を購入せず、学校給食食品だけは、セシウム値が

高いと思われるものを測定しています。家庭で毎日食べるものや、家

庭菜園の野菜、土をはかることができません。 

 

●近隣市町のおかあさんたちが、危なそうな食品を食べるのを避けるた

め、お金を出し合って、10 月に市民測定所をオープンしました。 

 

● 私が、訪問したときは、福島の玄米を 30 分計測して、5 ベクレルの数

値がでてきました。生物循環で、海のプランクトンから魚等へ放射能

が溜まり、魚等を人間が食べます。そして、人間に蓄積していきます。 

 

● 人間への内部被ばくの問題は、まだ始まっていないのです。 

 

森の測定室 
住所 滑川町山田 2067－1 
※エコミュージアムセンター

近く 
開室日 水・木・金 

(10 時～6 時) 
℡  81-3931 
料金 1 検体 2500 円～ 

●日時 11月 27日(火) 
  10時 30分～11時 30分 
  3時 30分～4時 30分 
●場所 町立図書館 
●参加無料 

●主催 大気と水と大地の会 

 

税金の納付状況など 
皆で議論しましょう 


